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･地域の北酉部は九州山地の一部を

占め1000m級の山々カ漣泣って

いる.南東部には北東一南西方

向に延びる山間凹地と山嶺が交互

に配列している.神門･田代･宇

在ま

納間といった部落はこの凹地内に

ある.南東隅は尾鈴山の山塊の

一部である.これらの山地や凹

地を横断して五十鈴川･耳川･

小丸川の主要河川か蛇行しなが

ら南東低いし東方に流れ日向灘

にそそいでいる.山紫水明とは

この地域にふさわしい形容である.

･図幅地域の大部分は四万十累層群

からなり南東隅にわずかに尾鈴

山酸性岩類カミ露出している.こ

の主体は流紋岩溶結凝灰岩で中

期中新世の産物である.また主

要河川沿いに阿蘇火砕流カミ点々と

分布している.これははるばる

九州山地をこえてきた溶結凝灰岩

と火山灰である.

･九州四万十帯の北東部を占めるこ

の地域の四万十累層群は諸塚層

群(白亜系)･神門層(古第三系)

および日向層群(古第三系一下部
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中新統)からなり順次北西から南東へと配列している.

諾塚層群下部は千枚岩を主とし塩基性火砕岩を伴う.

神門層は泥質岩と塩基性火山岩からなりとくに玄武岩の枕

状溶岩が多い.日向層群は砂岩･頁岩および砂岩頁岩互層

から次り互層部では種々の堆積構造がみられる.
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･神門と書いてミカドと読む.近くに鬼神野(キジノ)とい

う所もある.何か由緒ありげだが土地の人に聞いても詳

しいことはわから匁い.この図幅地域は宮崎県東臼杵郡の

南部にある山村地帯で地域内には東郷･西郷･南郷･北郷

の4カ町村と諾塚村･椎葉村カミある.いずれも椎茸の産

地で知られている.神門は南郷村の役場の所在地である.

東郷町坪谷には若山牧水の生家と牧水紀念館があり訪れる

人が多い.かっては山間僻地だった図幅地域も最近は道

路がよくなり日向市から車で1時間半位で行けるようにな

った.

･諾塚層灘と神門層を境する“延岡衝上"は著しく低角度(10｡

以下)の衝上断層でその前縁部には覆瓦構造カミ発達し神

門層の泥質岩は著しく勇断されている.神門層と日向層群

の境も顕著た低角衝上断層であるが延岡衝上の前縁部にみ

られるよう在勇断帯を伴わだい.入道雲が積み重なったよ

うな衝上断層群は本図幅の圧巻である.

この図幅では四万十累層群の岩相層序を詳しく説明し砂

岩組成や変成作用など多角的た検討によって時代論や構造

的位置づけを行っている.
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